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領域「環境」における日英比較
－幼稚園での数量や図形指導に注目して－
横井 一之・小野克志*・斉藤 公彦**・金森 由華***・千田 隆弘****
The Comparison of Japanese and British Children
with Regard to the Teaching of Numerals and Diagrams
in Early Childhood Education
Kazuyuki YOKOI, Katsushi ONO, Kimihiko SAITO, Yuka KANAMORI,
and Takahiro SENDA
Summary: It is very important for early childhood children to learn numerals and
diagrams. Japan and the UK share the same situations in this respect. However,
are there any differences between the two countries? That’s why we checked the
Japanese Kindergarten’s Course of Study and the UK’s Practice Guidance of the
Early Years Foundation Stage. And we investigated the process that the children
got numeral knowledge in Japanese kindergartens. We suggest one lesson plan of


























象とする枠組み（「０～５歳児基礎ステージ」Early Years Foundation Stage : EYFS）に統合し
た。英国政府は EYFS の指針として「０～５歳児基礎ステージ実践指導書」“ Practice Guidance
for the Early Years Foundation Stage ” 3)を作成し、６つの領域に分け、各分野の発達の視点、
指導の注目点、効果的実践例、評価と環境構成について、誕生から 60 ヶ月までを６つの発達段
階に区分し示している。本邦の領域「環境」に準じる領域は「問題解決、推論、基本的計算能力」
“ Problem Solving, Reasoning and Numeracy ” と「知識と環境の理解」“ Knowledge and
Understanding of the World ”の ２つであり、詳細は表１のとおりである。
表１ 英国 EYFSの領域
第３領域 Problem Solving, Reasoning and Numeracy
問題解決、推論、基本的計算能力
(1)Numbers as Labels and for Counting 数えること、数字
(2)Calculating 計算する
(3)Shape, Space and Measures 形状、空間、尺度
第４領域 Knowledge and Understanding of the World
知識と環境の理解
(1)Exploration and Investigation 探究と調査
(2)Designing and Making デザインすること、つくること
(3)ICT ICT（情報通信技術）













































平成 X年 9月 16日（金曜日） はれ
5歳児 ○○組































































































































































教：「じゃあ、2 個取るね、ほんとに 6 個になったかな、数えてみるね 123456。」
教：「6 個ありました。」

































に引き継がれ、幼児教育では 2006 年の Practice Guidance of the Early Years Foundation Stage
の発行で方向が定まった。前述の保育学校以下、全ての幼児教育施設がこの実践指導書に基づい












が活動していた。図１で CLLは Communication, Language and 図１ スケジュール






































２）埋橋玲子「幼児教育・保育における「自己評価」の検討」四天王寺大学紀要 第 49 号・2010.3.
３）ＥＹＦＳ実践指導書“ Practice Guidance for the Early Years Foundation Stage ”
英国・子ども、学校、教育省・2008
参考のため、領域「環境」に関係する２つの領域について記述する。（翻訳：小野克志）





































表５ ①Numbers as Labels and for Counting 数えること、数字








































































Here's your other mitten.








































































































































































































































































































































































































提 供 す る ： 例 え ば 、
‘varieties of fruit and
several baskets like









































































































表７ ③Shape, Space and Measures 形状、空間、尺度






















































































































































































































































































































































































表９ ①Exploration and Investigation 探究と調査
























































































































































表10 ②Designing and Making デザインすること、つくること










































































































































表11 ③ICT “ Information and communication technology ” ICT（情報通信技術）




































































































































































































































































































































































































発達に関わる事項 見る、聞く、気づく 効果的な実践 計画と資料
誕生～十一ヵ月■相手の顔をじっと見て、その
インタラクションを楽しむ
■特定の相手との愛着を形成
する
■接している相手にどのよう
な反応を示すのか
■特定の相手との愛着行動に
より、親密度を増す
■いつも接している相手と一
緒にいない場合いなくても大
丈夫であるという安心感を与
える必要がある：相手する者が
乳幼児の特色や好みを把握し
ておく必要がある
■乳幼児の不安を和らげるた
め、保護者に家族や家庭の写真
を提供してもらい、見える所に
展示する
八～二十ヵ月■家族や友達やキーパー
ソンを認識する
■普段の社会生活に興味
を持ち始める
■相手によってどのよう
な反応の違いがあるのか
を認識する
■自分がグループの一員
であるという意識を芽生
えさせる：例えば、「これ
はマックスのカップだね、
アリエル、フランキー、レ
イシーのカップもあるね」
■家庭でも活用できるよ
うな、絵本や歌を用意する
十六～二十六ヵ月■本人や家族のことを話
すと特別な興味を示す
■本人や家族、そして他の
人々についての話を喜ん
で聞く
■仲間の傍で遊ぶことを
好む
■肌や髪の色など人によ
って様々な違いがあるこ
とについて興味深く質問
する
■大切、特別な人について
話し合う
■肌の色の違いなど個性
の大切さを話す
■普段接しない友達や来
訪者、大人と話をする機会
を作る
二十二～三十六ヵ月■友達やその家族につい
て興味を持つ
■家族との特別な関係を
意識する
■新しい友達を見つける
■他者とどのように関わ
り、遊び、家族について語
るのか
■ロールプレイの中で、
様々な役回りを演じさせ、
その関係性を理解させる
■人間関係を形成する上
で大切となってくる要素
（素地）を培っていくサポ
ートをする：やさしくする
こと、仲間と楽しい時間を
過ごす
■気に入っているぬいぐ
るみなどを家に持ち帰ら
せ、家でどのように過ごし
たかを話してもらう
三十～五十ヵ月■自分にとっての大切な
行事について話す
■家族や友達にとっての
大切な行事について話す
■子どもにとっての特別
な出来事についてどのよ
うな反応を示し、認識を持
っているのか：弟妹が誕生
する、ペットが死ぬ
■特別な出来事をどのよ
うに思い出すのか：結婚式
に出席したこと
■感情を表現する言葉、
‘悲しい’、‘幸せ’、‘腹立
たしい’‘さみしい’など
を使えるよう指導し、自分
の言葉で特別な出来事な
どを伝えることができる
ようにする
■子どもそれぞれの日常
生活について話し合う、グ
ループタイムを設ける
■子どもの日常を詳しく
聞き、意見、考え方うを尊
重していることを伝える
■特別な行事、イベントの
重要性、意味を子どもに理
解させる
■子どもの価値観を多様
化させるために、人が働い
ている場所を訪問したり、
外部から社会人を招いて
仕事について話をしても
らう：男性の助産師や女性
の消防士などの話を聞き、
ジェンダーに関するステ
レオタイプをなくすよう
試みる
■子どもたちに自由に考
えや感情を表現する機会、
話し合いを持たせる/英語
を母国語としない子ども
とも経験をシェアできる
ようサポートする
■特別な出来事などにつ
いて大事な思い出を残す
方法を教える：本を作る、
写真を集める、ビデオを録
る、絵や書き物
■他国に住んでいたこと
のある子どもや家族の経
験談を聞き、写真や物品を
紹介しながら、他国の文
化、生活様式などの認識を
深める
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四十～六十ヵ月＋■自分以外の人間が持つ
価値観や信条を理解する
ようになる
■社会への属性を意識す
る
■自分たちの文化的価値
観や考え方をしっかりと
持ち、他者のそれも尊重す
る
■様々なカルチャーの物
語、音楽、ダンスなどに興
味を示す
■どのように仲間の気持
ちや様子を伝えるのか
■肌の色の違いなどに対
しどのような反応を示す
のか
■自分たちの知らない、馴
染みのない生活等式をど
のように考えるのか
■様々な文化や宗教を紹
介する：例えば、音楽、ダ
ンス、食事など/異文化の衣
装、象徴、ろうそく、玩具
などを使いながらロール
プレイをする
■異文化を学ぶ： 本、ビ
デオ、DVD、写真、他の言
語でのショートストーリ
ー、文化的人工物、外部か
ら来賓を招く、異文化を紹
介している地域コミュニ
ティーセンター訪問など
■異文化に対する、決めつ
けやステレオタイプをな
くすことを
■異国の食文化を紹介す
る：伝統的なカラビアン料
理
■異国の言葉や衣装、習慣
を紹介する本を見せる
■異文化に対して積極的
に理解を深めていけるよ
う様々な材料を用意する
■間違った、古い情報では
なく、正しい、最新の情報
を提供する
幼児教育における目的今までの生活の中での経験と
現在活動していること、また家
族や知り合いの経験と活動を
見つける。
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